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i
文
化
ふ
れ
あ
い
事
業
－

柳
川
グ
ル
メ
ツ
ア
ー
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

柳
川
の
文
化
に
浸
っ
て
本
場

の
ウ
ナ
ギ
を
食
べ
ま
せ
ん
か
。

○
日
時
　
1
0
日
1
3
日
㈲
　
出
発
9
時

帰
着
1
7
時
（
予
定
）

○
集
合
場
所
　
役
場
玄
関
前

○
コ
ー
ス
　
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
工
場
見
学

－
昼
食
（
う
な
重
）
－
北

原
白
秋
生
家
見
学
・
お

花
邸
見
学

○
料
　
　
金
　
一
人
　
二
、
二
〇
〇
円

○
募
集
人
員
　
先
着
一
〇
〇
名

○
申
込
受
付
　
9
月
1
日
－
9
月
1
4
日

○
申
込
先
　
遠
賀
町
教
育
委
員
会
社

会
教
育
係

○

そ

の

他

・
料
金
は
申
込
時
に
ね
支
払
い
を
お

願
い
し
ま
す
。

・
電
話
で
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

遠
賀
地
鶏
（
秋
雛
）
を
育
て
て
若
返
り
を

ば
か
り
ま
せ
ん
か
！

今
年
度
か
ら
高
齢
者
の
生
き
が
い
対

策
と
し
て
実
施
し
て
い
る
遠
賀
地
鶏
の

飼
育
者
を
、
次
の
と
お
り
再
募
集
し
ま

○
配
付
方
法

○
紋
の
価
格

す
。
希
望
者
は
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ

い。

1
－
謹
宮
普
党
営
悲
＝
辞

▽
申
込
期
限
　
平
成
元
年
9
月
2
0
日
間
　
▽
申
込
方
法

▽
申
込
資
格
　
満
0
0
歳
以
上
の
町
内
在

住
の
人

▽
募
集
人
員
　
先
着
0
0
名

▽
募
集
要
領

○
雛
の
種
類

○
紐
の
羽
数

○
雛
の
日
輪

イ

サ

フ

ラ

ウ

ン

1
人
1
0
羽

5
0
日
経

▽
申
込
制
限

▽
問
合
せ
先

1
1
月
2
0
日
頃
合
地
区

毎
に
配
付
し
ま
す
。

雌
1
羽
3
0
0
円
（
6
0
0
円

の
％
補
助
）

雄
1
羽
2
…
0
円
（
5
0
0
円

の
％
補
助
）

印
鑑
を
培
参
の
う
え
産

業
課
農
政
商
工
係
窓
口

に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

春
雛
の
申
込
の
方
は
こ

遠
慮
く
だ
さ
い
。

役
場
産
業
課
農
政
商
工

係℡

（

2

9

3

〉

1

2

3

4



私達と一鰭に
新しい町（遠賀）を

創りませんか

▲今年採用された新人職員（一般事務職員）
左から池田（企画課）、本田（社会教育課）、Iii波（福祉課）
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血
。
訓
し
い
風

－
平
成
2
年
度

齢
紬
の
ま
ず

遠
賀
町
職
員
採
用
試
験

●
採
用
予
定
人
員

一
般
事
務
職
員
　
　
1
名

（
注
）
採
用
予
定
人
員
は
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
受
験
資
格

一
般
事
務
職
員
－
昭
和
3
9
年
4
月
2

日
か
ら
昭
和
4
7
年
4
月
1
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
受

験
で
き
ま
せ
ん
。

・
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人

・
地
方
公
務
員
法
第
1
6
条
に
該
当
の
人

●
一
次
試
験

・
日
　
時

・
場
　
所

・
内
　
容

日
月
5
日
㈲
1
0
時
～

岡
垣
東
中
学
校

岡
垣
町
大
字
山
田
7
4
7

教
養
試
験
、
適
性
検
査

●
二
次
試
験

・
日
　
時
　
1
2
月
中
旬

・
場
　
所
　
遠
賀
町
役
場

・
内
　
容
　
面
接
と
作
文

●
合
格
者
の
発
表

・
一
次
合
格
者
　
Ⅱ
月
下
旬
（
予
定
）

・
最
終
合
格
者
　
1
2
月
中
旬
（
予
定
）

役
場
公
示
板
に
掲
示
す
る
ほ
か
合
格

者
に
通
知

●
受
験
手
続

・
受
付
期
間
　
9
月
1
日
～
1
0
月
1
日

平
日
8
時
0
0
分
～
1
7
時

（
土
曜
日
は
1
2
時
0
0
分

ま
で
）
た
だ
し
、
第
2

第
4
土
曜
日
は
休
み
で

す
。
郵
送
の
場
合
は
速

達
で
m
月
5
日
消
印
の

も
の
ま
で
有
効

・
申
込
方
法

申
込
用
紙
（
役
場
人
事
係
で
交
付
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
2
枚

（
6
の
×
4
・
5
億
）
と
と
も
に
提
出

郵
便
に
よ
る
場
合
は
、
切
手
3
1
2
円

分
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用
簡

易
書
留
封
筒
を
同
封
の
こ
と

受
験
票
は
申
込
書
受
付
時
に
交
付

し
ま
す
。

・
申
込
先遠

賀
町
役
場
企
画
課
人
事
係

〒
洲
i
4
3
遠
賀
町
大
字
今
古
賀
5
1
3

館

（

2

9

3

）

1

2

3

4

●
採
　
用

最
終
合
格
者
は
採
用
合
格
名
簿
に

登
載
し
、
必
要
に
応
じ
て
採
用

●
給
　
与

初
任
給
は
、
u
万
円
程
度

学
歴
・
経
験
年
数
に
よ
り
加
算
さ

れ
ろ
場
合
が
あ
り
ま
す
。

第
l
橿
町
営
住
宅
　
　
の

（
遠
賀
町
広
渡
道
官
）

●
家
　
賃

●
共
益
費

●
敷
　
金

2

9

、

5

0

0

円

4
、
0
0
0
円

8
8
、
5
0
0
円

（
家
賃
の
3
カ
月
分
）

●
入
居
資
格

・
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
を

有
す
る
人

・
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
人

●
収
入
制
限
　
広
報
お
ん
が
　
（
1

月
2
5
日
号
）
　
を
参
照
く
だ
さ
い

第
2
橿
町
営
住
宅

（
遠
賀
町
西
町
）

●
家
　
賃

●
敷
　
金

3
、
2
0
0
円

9
、
6
0
0
円

（
家
賃
の
3
カ
月
分
）

●
入
居
資
格
　
　
第
1
種
に
同
じ

●
収
入
制
限
　
広
報
お
ん
が
　
（
1

月
2
5
日
号
）
　
を
参
照
く
だ
さ
い

※
申
込
み
先

役

場

総

務

課

管

財

係

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
2
3
4

））））大人
3
8
2
0
1
8
6
5
0
6

十

十

十

十

（（（（出亡
大
人
八
戸
　
　
　
比

1
9
8
6
3
3
2
0
転
死
月

の
　
1
0
．
9
．
9
　
　
　
前

7
　
（
8
（
×
U
 
i
A
T
　
　
　
　
十
一

人
入
内

6
　
（
‥
6

口
　
　
　
数
人
生
（

男
女
帯

人
　
　
　
世
転
出
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（3）

よ
か
ト
ピ
ア
が
人
と

ま
き
を
熱
く
し
だ

去
る
8
月
1
7
日
、
よ
か
ト
ピ
ア
会
場
で
の
遠
賀
町

「
自
治
体
の
日
」
の
催
し
に
、
日
頃
か
ら
町
起
こ
し

で
活
躍
の
　
「
こ
も
れ
び
」
、
「
婦
人
会
」
、
「
遠
賀

太
鼓
の
会
」
の
み
な
さ
ん
か
出
演
し
ま
し
た
。
会
場

は
、
約
千
二
百
人
の
観
客
の
熱
気
に
包
ま
れ
、
「
ふ

る
さ
と
遠
賀
」
が
、
町
内
外
の
人
々
の
心
に
強
く
焼

き
つ
い
た
夏
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

ト
見
よ
」
」
の
み
ご
と
な
パ
テ
さ
ば
き
〃

ト
緊
張
気
味
の
控
婁
風
景
　
卜
伴
奏
の
浜
松
さ
ん
と
も
息
が
ぴ
っ
た
り

6
時
4
5
分
　
役
場
前
で
出
発
を
ま
つ
バ

ス
に
期
待
と
不
安
を
チ
ョ
ッ
ピ
リ
交
錯

さ
せ
な
が
ら
百
二
十
名
の
出
演
者
が
乗

車
し
て
い
く
。
天
気
も
前
途
を
祝
し
て

透
き
と
お
っ
た
晴
天
で
し
た
。

8
時
2
0
分
　
会
場
到
着
。
開
幕
ま
で
の

時
間
を
利
用
し
、
舞
台
配
置
の
調
整
や

リ
ハ
ー
サ
ル
が
余
念
な
く
続
く
。

1
0
時
約
分
　
い
よ
い
よ
開
幕
、
こ
も
れ

ぴ
に
よ
る
遠
賀
町
歌
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

を
高
ら
か
に
飾
り
、
町
の
ス
ポ
ー
ク
ス

マ
ン
と
し
て
高
山
町
長
の
あ
い
さ
つ
が

つ
づ
く
。

1
0
時
4
5
分
　
真
白
い
ド
レ
ス
で
キ
メ
た

こ
も
れ
ぴ
の
み
な
さ
ん
が
登
場
し
会
場

い
っ
は
い
に
4
曲
の
歌
が
響
き
わ
た
る

日
時
　
国
体
音
頭
に
あ
わ
せ
て
婦
人
会

の
登
場
で
す
。
鍛
え
ぬ
か
れ
た
踊
り
が

舞
台
狭
し
と
く
り
ひ
ろ
け
ら
れ
た
。

日
時
1
5
分
　
堂
々
と
し
た
三
好
会
長
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
勇
壮
は
遠
賀
太
鼓
の

演
葵
が
始
ま
り
、
身
体
で
感
じ
る
太
鼓

の
音
に
観
客
も
釘
づ
け
さ
れ
た
。

〓
時
務
分
　
出
演
者
全
員
、
舞
台
に
集

合
し
、
秦
議
長
の
あ
い
さ
つ
で
し
め
く

く
る
。
（
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
）

1
2
時
　
遠
賀
郡
農
協
特
産
の
イ
チ
ジ
ク

ジ
ャ
ム
と
ハ
ト
ム
ギ
茶
五
百
個
を
会
場

貴
　
に
配
布
。
（
終
了
）



一家族ぐるみて加入しましよう－

●万一の交通事故に備えて年間500円の掛金

で最高120万円の見舞金

●航空機・船舶・モノレール・身体障害者用

事いすでの事故も対象になります。
●親元を離れ、他都市で修学中の学生も加入

できます。

（標事誓掌中の学生は、家族と‾緒の申込みに限）
出資金1世帯100円です。

（初めて加入するときだけで、再加入の方は不要です。）
共済掛金1人年額500円です。

共済期間10月1日から翌年の9月30日までの1年間です。

問合せ先　役場福祉課地域改善係　℡（293）1234

（4）

福
岡
県
教
育
庁
北
九
州
教
育
事
務
所

社
会
教
育
課

鐙

0

9

4

9

2

（

5

）

1

2

0

5

在
宅
重
度
身
体
障
害
者

の
訪
問
診
査
（
相
談
）

●
目
　
時
　
9
月
8
日
㈲

日
時
～
1
5
時
0
0
分

（
相
談
時
間
は
l
組
5
0
分

間）

●
対
　
象
　
遠
賀
郡
内
の
乳
幼
児
を
持

つ
親
子

●
会
　
場
　
水
巻
町
中
央
公
民
館

＄

（

2

0

1

）

0

4

0

3

●
機
　
師
　
九
州
女
子
短
期
大
学
教
授

（
教
育
心
理
学
）

光
安
文
夫
先
生

社
会
福
祉
法
人
「
こ
ぐ
ま

学
園
」
理
事
長
（
幼
児
教

育
）
　
大
熊
　
猿
先
生

●
相
戦
項
目

用
「
食
事
・
健
康
」
に
関
し
て

㈲
「
こ
と
ば
」
に
関
し
て

㈲
「
し
っ
け
」
に
関
し
て

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ハ
ガ
キ

に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電

話
番
号
・
相
談
項
目
・
希
望
時
間
を

記
入
の
う
え
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
先
着
u
組
ま
で
と
し
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
合
せ
先

直
方
市
植
木
1
0
4
7
の
1

巡
回
相
談
に
参
加
す
る
こ
と
が
難
し

い
在
宅
の
重
度
身
体
障
害
者
の
方
を
、

医
師
が
訪
問
し
て
診
査
し
ま
す
。

●
診
査
内
容
　
身
体
障
害
者
手
帳
の
診

断
、
補
装
具
な
ど
の
診
断

そ
の
他
助
言
な
ど

●
期
　
日
　
9
月
下
旬

●
診
断
医
師
　
渡
辺
外
科
医
院

渡
辺
　
正
先
生

ご
喬
豊
の
方
は
、
九
月
二
十
日
ま
で

に
、
役
場
福
祉
係
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

㊨

（

2

9

3

）

1

2

3

4

た
。
と
い
う
設
定
で
す
。

●
実
施
日
時
　
9
月
1
0
日
㈲
8
時
～

（
8
時
1
0
分
出
火
）

●
場
　
所
　
　
水
巻
町
頃
末
1
4
0
3

番
地

水
巻
中
央
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
地
内

●
内
　
容
　
　
消
火
放
水
の
実
戦
に
即

し
た
迅
速
訓
練
、
無
線

通
報
訓
練
、
現
場
道
路

付
近
の
整
備
誘
導
、
負

傷
者
救
護
訓
練
な
ど
を

行
な
い
ま
す

※
町
民
の
方
の
多
数
の
こ
参
観
を
お
願

い
し
ま
す
。

遠
賀
郡
内
四
ケ
町
合
同

消
火
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て

福
岡
県
消
防
協
会
遠
賀
支
部

今
回
の
訓
練
想
定
は
、
9
月
m
日
、

台
風
の
接
近
に
伴
い
、
暴
風
雨
暫
報
が

発
令
さ
れ
警
戒
中
の
と
こ
ろ
、
水
巻
町

境
末
の
密
集
地
か
ら
出
火
し
た
。
た
だ

ち
に
郡
消
防
署
、
水
巻
町
消
防
団
が
出

動
し
、
防
ぎ
ょ
に
当
た
る
が
同
密
集
地

は
木
造
老
朽
建
物
が
連
立
し
、
ま
た
強

風
下
の
た
め
延
焼
危
険
、
人
命
危
険
が

大
き
く
、
大
火
に
な
る
恐
れ
あ
り
と
判

断
、
よ
っ
て
郡
内
各
町
へ
応
援
要
請
し

馬
頭
岳
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
も
、
年

々
利
用
者
が
増
え
て
お
り
、
そ
れ
に
つ

れ
て
空
き
缶
な
ど
の
ゴ
ミ
、
書
b
目
立
つ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
恒
例
の
馬

頭
岳
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
清
掃
と
整

備
を
行
な
い
ま
す
。

●
日
　
時
　
　
9
月
1
0
日
㈲
　
9
時
～

●
集
合
場
所
　
遠
賀
町
役
場
前
広
場

●
特
参
晶
　
　
弁
当
、
水
筒
、
雨
具

●
連
絡
先
　
　
尾
崎
　
松
井
　
登

衝

（

2

9

3

）

0

3

5

3

※
た
だ
し
雨
天
の
場
合
は
中
止
で
す
。



行方不明者をさがす 

相談所特設 
設し、いつでも相談を受けていますが、ことしも「身元確認強調 

月間」行事として「相談所」を特鼓します。次のような問題を抱 
えて困っている方、悩んでいる方は、気軽にこ相談ください。 

相談のためにおいでになるときは、写真など手がかUとなるも 

〔椙駁内容〕 

〔連絡先〕 

泰爵㊧泰電㊦ゐ 
了今只舎ち美おト ∴：∴∴i �（／可、＼l町 

「∴：∴呈： �■”し 

：〕∴：？： ∴：言∵∴∴∴一 （父）徳王砦を芸事か長男 （母） 

女も　　！ ∴：言∴÷∴ 　　　∴： ��� 

∴鵜． ��で‾ii‾－＼ ニ∵ ●∴● � 
．／だポん介8 i′識語 �∴∴　∴「：∴ ＼＼／壷i善業艶 �� 

（父）平田雷撃きたの長男 （母） 

（5）

福
岡
県
警
察
官
採
用
試

験
は
1
0
月
2
2
日
で
す

福
岡
県
人
事
委
員
会

●
目
　
時
　
　
1
0
月
詑
日
㈲

8
時
0
0
分
～

●
試
験
地
　
　
福
岡
市
、
北
九
州
市

●
受
験
資
格
　
昭
和
3
7
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
幼
年
4
月
1
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子

●
採
用
予
定
人
員
　
約
0
0
人

●
受
付
期
間
　
8
月
0
0
日
㈱

～
9
月
2
8
日
㈱

●
申
込
み
・
問
合
せ
先

福
岡
県
警
察
本
部
　
蟹
務
課
任
用
係

㊨

0

9

2

（

6

2

2

）

0

7

0

0

●
期
　
間
　
n
月
1
8
日
出～

日
月
2
3
日
㈱

●
募
集
人
員
　
0
0
人

●
応
募
資
格
　
1
8
歳
～
4
0
歳
の
男
女

●
参
加
費
用
　
1
3
0
、
0
0
0
円

（
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
・
事
前
事
後
研
修

費
な
ど
は
除
く
）

●
申
込
方
法
　
申
込
書
に
記
入
の
上
、

返
信
用
封
筒
に
住
所
・
氏
名
を
記
入

し
6
2
円
切
手
を
貼
付
し
た
も
の
を
同

封
し
事
務
局
ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。
（
参
加
者
の
決
定
は
公
正
な
選

考
を
行
い
後
日
通
知
し
ま
す
）

●
募
集
期
間
　
7
月
柳
日
～
9
月
柳
日

●
申
込
み
・
問
合
せ
先

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7
番
7
号

福
岡
県
青
少
年
対
策
課
内

「
ラ
ブ
グ
リ
ー
ン
の
翼
」
頚
務
居

館

0

9

2

（

6

5

1

）

l

l

1

1

※
申
込
書
は
遠
賀
町
教
育
委
員
会
、
社

会
教
育
課
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

・
そ
の
他
一
般
　
平
成
2
年
1
月
即

日
～
2
月
釦
日

◎
中
卒
コ
ー
ス

（
新
規
中
卒
者
、
訓
練
期
間
l
カ
年

定
員
2
5
名
）
建
築
科

●
募
集
期
間

平
成
2
年
1
月
m
日
～
2
月
9
日

◎
職
業
転
換
コ
ー
ス
（
職
業
を
転
換
し

よ
う
と
す
る
一
般
求
職
者
）

建
築
科
（
訓
練
期
間
1
カ
年
、
定
員

15名）∴
言
上
柑

福
岡
県
高
等
技
術
専
門
校

で
は

入
校
生
を
募
集
し
ま
す

第
1
4
回
福
岡
県
「
婁
十
の
翼
」

事
業
団
貢
を
窒
素
し
ま
す

●
訪
問
国
　
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
お
よ

び
台
湾

○
募
集
科
目

◎
高
卒
コ
ー
ス

（
商
卒
以
上
0
0
歳
末
滞
、
訓
練
期
間

一
カ
年
、
定
員
各
0
0
名
）

空
調
シ
ス
テ
ム
科
、
印
刷
デ
ザ
イ
ン

科
、
種
子
計
算
機
科
、
自
動
車
整
備

科
、
節
気
設
備
科

●
募
集
期
間

・
新
卒
者
　
　
　
平
成
元
年
9
月
5

日
～
1
0
月
柳
田

O
A
ビ
ジ
ネ
ス
科
、
経
理
事
務
科

（
訓
練
期
間
6
カ
月
、
定
員
各
0
0
名
）

●
真
桑
畑
問

平
成
2
年
1
月
1
0
日
～
2
月
2
0
日

た
だ
し
溶
接
科
、
エ
ク
ス
テ
リ
ア
工

芸
科
、
被
服
デ
ザ
イ
ン
科
（
訓
練
期

間
6
カ
月
、
定
員
各
一
回
5
名
、
入

校
日
4
月
、
6
月
、
8
月
、
1
0
月
、

1
2
月
、
2
月
）
は
随
時
募
集
し
て
い

ます。

※
受
講
料
は
無
料
で
す

詳
し
く
は
、
福
岡
高
等
技
術
専
門
校

＄

0

9

2

（

6

8

1

）

0

2

6

1

ま

た

は
、
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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総
合
検
診
で

健
康
管
理
を

生
後
1
カ
月
～
1
2
カ
月
児
対
象

●
期
　
日

●
若
葉
台

9
月
1
日
幽

9
時
～
Ⅱ
時

若
葉
台
公
民
館

●
西
町
・
芙
蓉

9
月
4
日
㈲

9
時
～
Ⅱ
時

西
町
公
民
館

●
東
町

9
月
Ⅱ
日
脚

9
時
～
n
時

1
3
時
～
1
5
時

東
町
公
民
館

※
検
査
項
目
な
ど
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
、
6
月
然
日
号
の
広
報
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
時

●
場

●
内

●
料

9
月
1
2
日
的

9
時
0
0
分
～
1
0
時
0
0
分

中
央
公
民
館

体
重
、
身
長
測
定
、
離
乳

食
な
ど
指
導

無
料

●
期
　
日

●
時
　
間

●
場
　
所

●
持
参
晶

●
内
　
容

●
料
　
金

9
月
4
日
伯

1
3
時
0
0
分
～
1
5
時
0
0
分

役
場
保
健
室

母
子
手
帳
受
領
の
方
は
、

印
鑑

産
前
産
後
の
過
ご
し
方
、

妊
婦
体
操

無
料

生
後
3
カ
月
～
6
カ
月
児
対
象

●
期
　
日

●
時
　
間

●
場
　
所

●
持
蕾
晶

●
内
　
容

●
料
　
金

9
月
5
日
的

9
時
5
0
分
～
1
0
時
0
0
分

中
央
公
民
館

母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

体
重
、
身
長
測
定
、
離
乳

食
な
ど
指
導
、
小
児
ガ
ン

検
査
セ
ッ
ト
配
付

無
料

●
細
　
目

●
時
　
間

●
場
　
所

●
対
象
者

●
持
参
晶

●
内
　
容

●
料
　
金

9
月
1
4
日
㈱

受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
Ⅱ
時

検
診
　
1
3
時
0
0
分
－

中
央
公
民
館

一
議
六
カ
月
～
一
歳
八
カ

月
児
（
昭
和
6
3
年
l
月
～

3
月
生
）

母
子
手
帳
、
検
診
票

身
体
測
定
、
保
健
指
導

診
察
（
内
科
、
歯
科
）

無
料

お
酒
が
も
と
で
肝
臓
が
悪
く
な
る

病
気
の
中
に
は
、
肝
臓
の
中
に
多
量

の
脂
肪
が
溜
る
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪

肝
や
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
炎
、
ア
ル
コ

ー
ル
性
肝
硬
変
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

お
酒
を
飲
む
と
ア
ル
コ
ー
ル
の
八

〇
％
以
上
は
小
腸
か
ら
吸
収
さ
れ
て

血
液
の
中
に
入
り
、
肝
臓
の
中
で
九

〇
％
以
上
が
酸
化
さ
れ
、
一
g
当
た

り
七
カ
ロ
リ
ー
の
熱
量
が
生
成
さ
れ

ま
す
。
し
た
が
っ
て
大
酒
飲
み
は
こ

の
よ
う
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
か
ら
の
カ

ロ
リ
ー
の
供
給
が
多
い
た
め
に
少
食

と
な
り
、
一
日
の
必
要
な
総
カ
ロ
リ

ー
の
バ
ラ
ン
ス
を
く
ず
す
る
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。

血
液
の
中
か
ら
ア
ル
コ
ー
ル
が
消

え
て
行
く
速
度
は
、
お
酒
の
量
の
多

少
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
時
間
に
血
液

一
〇
〇
∝
あ
た
り
、
二
〇
～
二
五
物

と
一
定
し
て
い
る
の
で
す
。
し
た
が

っ
て
、
飲
酒
量
が
多
け
れ
ば
多
い

種
、
血
液
中
に
ア
ル
コ
ー
ル
が
潤
っ

て
、
酔
っ
て
い
る
時
間
も
長
く
な
り

ます。一
般
に
健
康
な
成
人
の
肝
臓
が
、

一
時
間
に
代
謝
で
き
る
ア
ル
コ
ー
ル

の
量
は
、
体
重
一
向
あ
た
り
〇
・
一

g
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

体
重
六
五
佃
の
人
が
一
日
か
か
っ
て

代
謝
で
き
る
ア
ル
コ
ー
ル
の
量
は
約

〓
ハ
〇
g
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
清

酒
で
す
と
七
合
、
ビ
ー
ル
大
瓶
で
七

本
、
ウ
イ
ス
キ
ー
の
ダ
ブ
ル
で
七
杯

に
相
当
し
ま
す
。
で
す
か
ら
こ
れ
だ

け
の
大
量
の
ア
ル
コ
ー
ル
を
毎
日
か

か
さ
ず
に
飲
め
ば
、
肝
臓
は
毎
日
二

四
時
間
働
い
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
状
態
が
長
く
続
け
ば
続
く

積
、
肝
臓
に
大
き
な
負
担
を
か
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

事
実
、
一
日
ア
ル
コ
ー
ル
八
〇
g
、

つ
ま
り
日
本
酒
に
し
て
三
合
、
ピ
ー

ル
大
瓶
三
本
、
ウ
イ
ス
キ
ー
ダ
ブ
ル

三
杯
以
上
で
、
飲
酒
期
間
の
長
い
人

種
ア
ル
コ
ー
ル
栓
の
肝
臓
病
に
な
る

人
が
多
い
状
況
で
す
。

お
酒
の
上
手
な
飲
み
方
と
し
て
、

充
分
に
酒
の
肴
を
取
り
、
週
に
一
～

二
日
は
酒
を
飲
ま
な
い
で
、
肝
臓
を

休
め
て
や
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。


